いろいろな詩を読む

小諸なる古城のほとり

島崎藤村

eq \o(\s\up 9(こ),小)

eq \o(\s\up 9(もろ),諸)なる古城のほとり

雲白くeq \o(\s\up 9(ゆう),遊)

eq \o(\s\up 9(し),子)悲しむ

緑なすはこべはeq \o(\s\up 9(も),萌)えず

若草もeq \o(\s\up 9(し),藉)くによしなし

しろがねeq \o(\s\up 9(ふすま),の衾の)岡辺

日に溶けて淡雪流る

（注）

小諸―長野県にある町の名前

遊子―旅人。ここでは藤村。

しろがねの衾―白い寝るときかけるふとん。

はつかに―わずかに

草枕―旅の仮寝。

●この詩は藤村の四つの詩集のうち「落梅集」に収められた詩。長野県の小諸市での作。この詩を最後に、詩から散文の世界に移っていった。

あたたかき光はあれど

野に満つeq \o(\s\up 9(かをり),る香も)知らず

浅くのみ春はeq \o(\s\up 9(かす),霞)みて

麦の色はつかに青し

旅人の群はいくつか

eq \o(\s\up 9(はたなか),畠中)の道を急ぎぬ

暮れ行けば浅間も見えず

歌eq \o(\s\up 9(かな),哀)しeq \o(\s\up 9(さ　く),佐久)の草笛

千曲川いざよう波の

岸近き宿にのぼりつ

濁り酒濁れる飲みて

草枕しばし慰む

島崎藤村（一八七二～一九四三）詩人・小説家。

長野県生まれ。「若菜集」「一葉集」「夏草」「落梅集」がある。ロマン主義の詩人として名声を博した。小説としては「破戒」「春」「夜明け前」など。

思い出

北原白秋

思い出は首すじの赤い蛍

eq \o(\s\up 9(ひるすぎ),午後)のおぼつかないeq \o(\s\up 9(てざわり),触覚)のように、

ふうわりと青みを帯びた

光るとも見えぬ光？

あるいはほのかな穀物の花か、

落穂ひろいの小唄か、

暖かい酒倉の南で

ひきむしるeq \o(\s\up 9(はと),鳩)の毛の白いほめき？

音色ならば笛の類、

ひきがえるのなく

医師の薬のなつかしい晩

薄らあかりに吹いているハーモニカ。

匂ならばeq \o\ad(\s\up 9(びろうど),天鵞絨)　

eq \o\ad(\s\up 9(かるた),骨牌)のeq \o(\s\up 9(クイン),女王)の眼、

道化たピエローのeq \o(\s\up 9(かお),面)の

なにかしらさみしい感じ。

eq \o(\s\up 9(ほうらつ),放埓)の日のようにつらからず、

熱病のあかるい痛みもないようで、

それでいて暮春のようにやわらかい

思い出か、ただし、わが秋のeq \o\ad(\s\up 9(レジェンド),中古伝説)？

北原白秋（一八八九～一九四二）詩人・歌人。

福岡県生まれ。eq \o(\s\up 9(たん),耽)

eq \o(\s\up 9(び),美)的な異国情緒豊かな詩が多い。「邪宗門」「思い出」などの詩集がある。

